
社会医療法人 禎心会 札幌禎心会病院 

管理番号 126  催吐性リスク分類 使用制吐剤 

がん腫 食道 
高度 

Day1：ホスアプレピタント注 150mg＋パロノセトロン注 0.75mg+デキサメタゾン注 9.9mg 

Day2-3：デキサメタゾン錠 4mg2錠 2×朝昼食後 

レジメン名 Weekly PTX 中等度 Day1：パロノセトロン注 0.75mg +デキサメタゾン注 9.9mg  Day2-3：デキサメタゾン錠 4mg2錠 2×朝昼食後 

1コース日数 49日 軽度 Day1：デキサメタゾン注 6.6mg 

催吐性リスク分類 軽度 最小度 なし 

 

・治療スケジュール 

薬剤名 投与量 投与時間 
日数 

1 2 … 8 9 … 15 16 … 22 23 … 29 30 … 36 37 … 47 48 49 

制吐剤＋ 

ファモチジン 

d-クロルフェニラミン 

 

20mg 

5mg 

30分 ↓   ↓   ↓   ↓   ↓   ↓      

パクリタキセル 100mg/㎡ 60分 ↓   ↓   ↓   ↓   ↓   ↓      

 

・備考 

制吐剤のデキサメタゾンは、9.9mgを投与。 

 

 

作成日：2020.03.06 


